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【１．作溝装置を改良し、出芽が向上しました】 
 ○  作溝同時直播装置における種子誘導装置の形状を写真３のように幅30mm、高さ10mmの船底形 
  （H21型）に改良しました。これにより、播種した種籾の深さが安定し、出芽が揃う効果が得られるよ 
   うになりました。 
  
【２ 県内各地での適応性を確認しました】  
 ○ 県内７カ所で現地試験を行いました。H21型改良機は、市販作溝機（ＤＳ２Ｎ）に比べて、同等の播    
  種精度を維持したまま、幅が広く深い排水溝を形成することができます。また、収量は、ほぼ同等から 
    改良機がやや上回る事例が多くなりました。 
 
【３．装着可能な直播機について】 
 ○ この作溝装置は各社の多目的田植機型の高精度湛水直播機に取り付け可能です。 
 ○ 側条施肥機付き直播機に取り付ける場合の適応については現在検討中です。 
 
【４．装置の購入について】 
 ○ 装置は平成２１年４月より県内の農業機械販売会社で販売を開始しています。受注生産となりますの 
  で、注文から手元に届くまで３週間程度を要します。 
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